
　　
夜
の
境
内
で
自
然
観
察
を
し
ま
す
。

ま
た
、
神
社
に
関
連
し
た
図
鑑
や
絵
本

も
見
て
い
き
ま
す
。

▼
対
象
　
小
・
中
学
生

▼
日
時
　
8
月
10
日
（
金
）

　
受
付
　
午
後
6
時
45
分
か
ら

　
開
催
　
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

※
荒
天
時
延
期

▼
場
所
　
山
梨
岡
神
社
境
内
（
春
日
居

町
鎮
目
）

▼
講
師
　
植
原
彰
氏
（
乙
女
高
原
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
代
表
世
話
人
）

▼
持
ち
物
　
懐
中
電
灯

▼
申
込
方
法

　
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
、
夜
の
開
催
と
な
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
保
護
者
に
よ
り
送
迎

が
さ
れ
る
か
確
認
を
し
ま
す
。

▼
後
援
　
市
教
育
委
員
会
　
子
ど
も
ゆ

め
基
金
（
独
立
行
政
法
人
国
立
青
少

年
教
育
振
興
機
構
）
助
成
事
業

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
お
は
な
し
の
へ
や�

も
も
　
馬
場

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
3
0
6
5

▼
日
時
　
8
月
25
日
（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
甲
府
地
方
気
象
台

�
（
甲
府
市
飯
田
4
―
7
―
29
）

▼
内
容
　
気
象
台
見
学
、
ア
メ
ダ
ス
展

示
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
　
な
ど

▼
参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
駐
車
場
の
都
合
に
よ
り
、
車
で
の
お

越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
気
象
台
総
務
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
2
）
3
6
3
4

入
浴
剤
を
作
っ
て
被
災
地
を
支
援
し
よ
う

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々

に
、
手
作
り
の
入
浴
剤
と
一
緒
に
ホ
ッ

と
く
つ
ろ
げ
る
時
間
を
届
け
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
8
月
10
日
（
金
）
、
11
日
（
土
）

　
受
付
　
当
日
随
時

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー
ル

▼
参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
主
催
　
入
浴
剤
を
送
る
会
（
県
立
科

学
館
内
）

水
辺
の
生
き
物
観
察
会

　
公
園
の
池
や
金
川
の
水
辺
に
す
む
生

き
物
を
観
察
し
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
18
日
（
土
）
※
小
雨
決
行

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
ぬ
れ
て
も
良
い
服

装
・
川
に
入
れ
る
運
動
靴
な
ど
、
帽

子
・
手
ぬ
ぐ
い
・
網
・
入
れ
物
（
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
）
・
飲
み
物

▼
講
師
　
窪
田
茂
氏
（
や
ま
な
し
淡
水

生
物
研
究
会
）

▼
申
込
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

健
康
講
座
「
か
ん
た
ん
ヨ
ガ
体
験
」

▼
日
時
　
9
月
8
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
小
野
洋
輔
氏
（
（
財
）
住
吉
偕

成
会
　
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
お
持
ち
で
な
け
れ
ば
、

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
等
）

▼
申
込
受
付
　
8
月
8
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

秋
の
植
物
に
親
し
も
う

　
秋
の
草
花
や
樹
木
を
観
察
し
て
、
植

物
名
板
を
設
置
し
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
15
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
時
は
、
室
内
で
ス
ラ
イ
ド
等
に

よ
る
植
物
教
室
を
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
小
林
富
一
郎
氏
（
山
梨
植
物

研
究
会
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・

筆
記
用
具

▼
申
込
受
付

　
　
8
月
15
日
（
水
）
午
前
9
時
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
、
窓
口
に

て
受
け
付
け
ま
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
は
、
本
人

ま
た
は
保
護
者
に
限
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

発掘風景

南アルプスに沈む夕日（夏至）

館内の土器 水煙文土器

　
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
・
エ
リ
ア
マ
ッ
プ

で
紹
介
し
た
遺
跡
を
尋
ね
る
シ
リ
ー
ズ

の
2
回
目
と
し
て
、
今
回
は
『
釈
迦
堂

遺
跡
』
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
釈
迦
堂
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
中
期
（
今

か
ら
お
よ
そ
4
5
0
0
年
前
）
を
中
心

と
し
た
大
き
な
集
落
跡
で
、
た
く
さ
ん

の
土
偶
や
土
器
が
発
見
さ
れ
た
遺
跡
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
出

土
品
は
、
5
5
9
9
点
の
重
要
文
化
財

と
と
も
に
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
に
収
蔵

さ
れ
、
順
次
展
示
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

博
物
館
は
中
央
自
動
車
道
釈
迦
堂
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
隣
接
し
て
い
る
の
で
、

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
か
ら
専
用
通
路
を

通
じ
て
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
遺
跡
は
京
戸
川
扇
状
地
の
中
央
部
（
扇

央
部
と
い
い
ま
す
）
に
あ
り
ま
す
の
で
、

と
て
も
眺
め
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
博

物
館
は
遺
跡
の
一
画
に
あ
り
ま
す
。
訪

れ
て
み
て
、
ま
ず
目
を
引
く
の
は
南
ア

ル
プ
ス
の
山
並
み
を
は
じ
め
と
し
た
目

の
前
に
広
が
る
雄
大
な
景
色
で
し
ょ
う
。

晴
れ
た
日
、
朝
日
に
輝
く
雪
を
被
っ
た

山
並
み
も
、
青
々
と
し
た
真
夏
の
南
ア

ル
プ
ス
の
眺
め
も
魅
力
的
で
す
。

遺
跡
か
ら
望
む
夕
日

　
釈
迦
堂
遺
跡
に
暮
ら
し
た
縄
文
時
代

の
人
た
ち
も
同
じ
山
並
み
を
見
て
い
た

は
ず
で
す
。
と
り
わ
け
、
南
ア
ル
プ
ス

に
沈
む
夕
日
は
日
々
そ
の
位
置
を
変
え

て
い
き
ま
す
。
夕
日
は
、
一
年
で
最
も

日
の
長
い
夏
至
で
は
、
南
ア
ル
プ
ス
の

北
端
（
見
た
目
右
端
）
に
沈
み
、
最
も

日
の
短
く
な
る
冬
至
で
は
、
見
た
目
左

端
の
笊
ヶ
岳
に
沈
み
ま
す
。
そ
し
て
中

ほ
ど
の
農
鳥
岳
に
は
春
分
と
秋
分
に
沈

み
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
夕
日
は
一
年
で

南
ア
ル
プ
ス
の
冬
至
と
夏
至
の
日
没
点

間
を
往
復
し
ま
す
。
つ
ま
り
遺
跡
か
ら

夕
日
の
沈
む
位
置
が
一
年
の
カ
レ
ン
ダ

ー
と
し
て
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
す
。
釈
迦
堂
遺
跡
の
縄
文
人
も
、
一

日
の
終
わ
り
に
夕
日
を
送
り
な
が
ら
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
実
感
し
た
と
思

い
ま
す
。
大
き
な
集
落
が
営
ま
れ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
特
別
な
場
所
だ
っ
た
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
遺
跡
は
縄
文
時
代

の
人
た
ち
と
同
じ
目
線
で
風
景
を
眺
め

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
釈
迦
堂
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
の
上
り
車
線
側
の
そ
ば
に
は
、

遺
跡
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
釈
迦
堂

の
杜
が
あ
り
ま
す
。
お
堂
の
中
に
は
縄

文
時
代
の
石
棒
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
を

奉
納
し
た
の
で
し
ょ
う
。

博
物
館
を
活
用
し
よ
う

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
は
風
景
も
ひ
と

つ
の
展
示
物
と
い
う
考
え
の
も
と
に
風

景
を
観
な
が
ら
縄
文
の
空
間
へ
と
誘
え

る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
「
博

物
館
で
じ
っ
く
り
縄
文
時
代
を
研
究
し

て
み
よ
う
」
と
い
う
夏
休
み
企
画
展
を

開
催
中
で
す
。

　
文
化
財
課
で
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド

や
遺
跡
周
辺
の
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
周
辺
に
は
千
米
寺
・
石

古
墳
群
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
道
し
る
べ

や
道
祖
神
な
ど
も
見
て
回
れ
ま
す
。
蜂

城
山
か
ら
の
眺
め
も
絶
景
で
す
。
こ
の

機
会
に
博
物
館
を
訪
れ
、
実
際
に
遺
跡

に
立
っ
て
縄
文
時
代
を
体
感
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
そ
し
て
そ
の
周
辺
を
散
策
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
市
の
魅
力
に

浸
れ
る
は
ず
で
す
。

　
な
お
、
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
お
よ
び
エ

リ
ア
マ
ッ
プ
は
各
支
所
や
市
立
図
書
館

に

も

置

い

て

あ

り

ま

す

の

で

ご

利

用

く

だ

さ
い
。

ざ
る

は
ち

じ
ょ
う
さ
ん

の
う
と
り

も
り

ま
つ


